
 

令和元年度第２回こども・子育て支援会議教育・保育・子育て支援部会に係る 

 

意見及び質問票 

 

意見・質問等がございましたら、下記様式にご記入のうえ、令和元年８月 28

日（水）までに、下記送付先あて FAXまたは電子メールにて送付くださいます

ようお願いいたします。 

 なお、会議において公表を希望される場合は公表希望欄に○をご記入のうえ、

その趣旨もあわせてご記入いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

（ ご氏名  香野 展一         ） 

事項及びその趣旨 公表希望 

急遽、出張が入ってしまい会議に参加できず申し訳ありません。 

下記にて、取り急ぎ、質問と意見内容を記載させて頂きます。 

よろしくお願いいたします。 

 

１．資料 1 はぐくみ指標の達成状況についての評価について（質問） 

・子育てについて「楽しいと感じることの方が多い」と答える保護者の割合 

就学前児童 H31目標 80％ H31 結果 77.5％ …達成状況× 

と評価されていますが、一方で H21 策定時の同項目の現状数値が 65.3％とな

っており、10年間で 12％増となりました。 

・本項目は、就学児童についても同様で、10年間で 16％（58.3％→73.9％）近

く増えています。よって計画ではわずかに未達でしたが、前期比としては高い

伸び率を示しているため、これについては計画に対して肯定的な結果が出たよ

うに思われるのですが、どのように評価すべきなのか、内部での見解をお聞か

せください。 

 

２．資料 4「Ⅵはぐくみ指標」（事務局案）基本方向２のはぐくみ指標につい

て（p.3） 

（１）1項目のはぐくみ指標（意見） 

・1項目目の目標像「妊産婦や乳幼児と保護者の健康や生命を守る安心な環境

が整っている」に対しての「はぐくみ指標」をもう少し具体化しても良いよう

に感じました。しかも上記１で挙げましたが、「子育てを楽しいと感じている

人の割合」は 1期計画で増えていますので、追加の指標があっても良いように

思います。 

・目標像として「…安心な環境が整っている」とありますので、施設環境につ

いてのはぐくみ指標を設けるべく、例えば、「大阪市が、就学前の乳幼児への

〇 



保育・教育施設が充実していると思う市民の割合 〇〇％以上」とするのはど

うかと思いました。 

 

（２）3項目目のはぐくみ項目及び指標（意見） 

・3項目目の目標像「多様な働き方や生き方を選択できる社会的な仕組みが整

い、希望する人が働き続けながらこどもを生み、育てることができる」に対し

てのはぐくみ項目として、「利用保留児童数の解消」「安心・安全な保育の提供」

の 2つがありますが、これに加えて「保育人材の確保・資質の向上」を入れて

頂きたいと思いました。拡大する保育施設に合わせて、保育人材の確保問題は、

現在一番克服するべき重点施策であると考えます。また、保育人材についての

はぐくみ指標として、「必要保育士数と確保数」等、設定するのはどうかと思

いました。 

・またはぐくみ指数に「待機児童数」とありますが、より体感的に感じられる

「利用保留数」も合わせて打ち出せばどうかと思いました。 

・これと併せて、安心安全な保育の提供に対する、はぐくみ指標として、「保

育重大事故ゼロ」とありますが、むしろ事故につながらないための未然の働き

を指標にすべきように思いました。例えば、大阪市事故対応研修や巡回指導員

等。 

 

送付先 

大阪市北区中之島１－３－２０ 

大阪市こども青少年局企画部経理・企画課企画グループ 

電 話  ０６－６２０８－８３３７ 

FAX   ０６－６２０２－７０２０ 

アドレス fb0002@city.osaka.lg.jp 


